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医療記録
（電子カルテの記載）

医療事務

（診断書等の文書作
成、予約業務）

院内の物品の運搬・
補充、患者の検査室
等への移送

血圧などの基本的
なバイタル測定・
データ取得

 医療サービスは、多くの医療関係職種が関わり合い提供がされているが、今回の指標の設定は、医療提供体制のうち最
も大きい役割を担う医師を医療分野の代表として、医師に着目した指標等の検討を進めることとした。

 医療は技術革新の影響を強く受けやすい領域であり、疾病の新しい治療法などの開発・進展を精緻に予測することは困
難であるため、医療記録、医療事務等の基幹業務について着実に移管、効率化できると見込まれるものを念頭に目標を
設定。

 他職種と比較して長時間労働にある医師については、労働時間短縮のため、他職種への業務移管のあり方等も含めて
検討を進めているところ。医師については、上記 ＩＣＴ等による業務代替とともに、医師以外の職種への業務移管も
含めた業務効率化を推進することから、７％以上の業務効率化を目標とする。

７％の考え方
医師の業務のうち、他職種に分担できると考えられる時間（分）

出典：医師の勤務実態及び働き方の意向等に関する調査 （平成28年度厚生労働科学特別研究
「医師の勤務実態及び働き方の意向等に関する調査研究」研究班）

医師については７％以上の業務効率化を目指す

○ ＩＣＴ等による代替とともに、他職種への移
管が想定される、「患者への説明・合意形成」
及び「血圧などの基本的なバイタル測定・デー
タ取得」等を考慮した業務時間は、医師の平
均労働時間の７.2％を占める、と考えられる。

他職種及びＩＣＴ等
へ移管を想定する業務

患者への説明・合
意形成

医療分野の時間当たりのサービス提供の改善における目標について（医師）
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